
別表第１（第５条関係)

【事務事業の基本的事項】

課 係

会計 2款 1項 11目

年度 ～ 平成 年度

【事務事業の実施内容】

【事務事業の推移】
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競技数

観客動員数

わが国最大の体育・スポーツの祭典で、各都道府県対抗競技

第62回国民体育大会の開催
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カヌー競技・軟式野球競技・馬術競技・デュアスロン競技
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担 当 課 係 名 管財課

新規／継続の区分

総 合 計 画 で の
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基本計画 スポーツ活動の推進とスポーツ施設の整備

スポーツ活動の振興、充実

平成

施策の大綱

総務管理費総務費

補助金

明日を担う人材を育む教育文化のまち

国民体育大会費

総合計画の
ページ
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【事務事業の今までの成果】

【事務事業を取巻く環境】

【一次評価】

※一次評価の判定がＢ～Ｄのときは、下記に必ず記入すること。

【二次評価】

判 定 判 定 に 至 っ た 理 由

Ａ 市民へ大きな感動を与え、国体開催による経済波及効果もあり、成功裏に終了した。

判 定 事 業 の 方 向 性 判 定 に 至 っ た 理 由

Ａ
Ａ 現状のまま継続（実施）

国体の開催は、市民へ大きな感動を与え、
また、選手役員及び多くの観客動員があ
り、それに伴った経済波及効果もあり、成
功裏に終了した。

Ｂ 見直しの上で継続（実施）

Ｃ 大幅な見直しの上で継続（実施）

Ｄ 休止・廃止（統合を含む）を検討する事業

【具体的な今後の取組内容（改善の方向性、対象、意図、手段等について記載すること。）

4種目の競技が開催され無事終了することができた。

国・県・他自治体の動向

事業に対する市民の意見
（事業に対する期待、要望、苦情等）

平成20年度は大分県で開催される。

競技期間中、実施競技対する市民の関心度が高まった。

一次評価診断図
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